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第七編　国際労働運動

第四章　世界労働組合連盟の創立

第六節　国際労働組合連盟の解散

　世界労連が結成されたのちも、国際労連は名目上なお存在していた。世界労連に加盟したいくつ

かの労働組合中央組織は、続けて国際労連に加盟していた。しかしそれは名目上のことにすぎなか

った。スイスの労働組合は国際労連と世界労連の「連続性」を明らかにするよう、国際労連の特別

大会を招集することを提案したが、こうした提案はなんら現実性をもっていなかった。シトリンやスケ

ヴネルスはすでに世界労連の役員に就任して活動をはじめていたし、アメリカのＡＦＬがこうした「連

続性」をみとめるはずもなかった。

　結局一九四五年一二月に国際労連は総評議会を開き、圧倒的多数で労連の解散を決定してしま

った。ＡＦＬはこの会議に出席しなかった。

　こうして、戦時中、連合諸国の労働者階級のあいだでおしすすめられた反ファシズムの統一行動

は、労働運動史に画期的な世界労働組合連盟という国際的統一組織をうみだし、この統一行動を

組織する意志と能力にかけたばかりか、その発展を阻害していた国際労働組合連盟を過去の中に

葬り去ったのである。
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